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半世紀続＜ェルベランの歴史を

二代目・衛二が綴ります
‘ ‘

ELBERUN立

ぷ竺3-5話

私がパティシエとしての第一歩を踏み出したの

は1995年の春、阪神大震災の年に私は社会人

になりました。

震災の日、私は何故か目が覚め天井を眺めてい

ました。そして5時46分に地震。とてつもない揺

れに立つことも出来ず壁際によりかかりました。

地響きがすこ‘く 、何も聞こえず、揺れがおさまり
一 階に下りると父と母も出てきてとりあえず無

事が確認できました。

外に出てみると電線は切れ、ガスのにおいもし

ていました。真っ暗なため、よ＜分かりませんで

したが、大変な事が起きているのは感じ取れま

した。「店、あかんのちゃうか？とりあえず見にいこ

う！」夜が明けると共に、父と店の確認に行きま

した。そこで、私は目を疑いました。町は空襲にで

もあったかのようでした。途中、夙川駅の横を通

り過ぎる時、線路が崩落してしまつておリ、この

とてつもない大地震が現実なんだと思い知らさ

れました。夙川のガードをくぐり、ようやく店にた

どり着きました。

「あったわ、店大丈夫そうや！」と父。しかし、なん

だか様子が違います。原因はすぐに分かりました。

店の前の道路に沿って流れている30cmほどの

用水路がぴったりと口を閉ざしていました。地面

自体が動いた証拠に愕然としました。

この時、エルベランが無くなっていたら一体どう

なっていたのか？ まず間違いなく今の私はいませ

ん。建物自体は無事でしたが、基礎自体の改修や

店内のいたるところの修繕が必要でした。ガス、

電気、水道のライフライ ンが寸断されており、再

開のめどは全く立ちません。 「衛二、店のシャッ

ター開けろ」急に父が言ったのです。 「どうせ冷蔵

庫も動かんのやし、牛乳もチーズも腐らすだけ

やったら配ろう！テ ーブルを店先に出したらある

だけ並べようや」シャッターを開けて、 テ ーブルを

出し、張り紙をしました。

「牛乳・クリームチーズあります！持って帰ってく

ださい」と。

結局、営業再開は3月半ばとなりました。そして、

初日の売り上げ全額を震災復興支援金として寄

付。この時、私は商売人のスケールは店舗の数や

売り上げの多さではないし、商売でしか出来ない

事があるんだと実感しました。

もうひとつ忘れられない思い出があります。それ

は大学の卒業式、20年以上経った今でも鮮明に

覚えています。

卒業式の日、私は法学部総代として卒業証書を

受け取るため登壇する事になっていました。幸い

友人たちは被災したものの皆無事でした。名前

が呼ばれ席を立ち、壇 上へと向かうと友人たち

が後ろの方で 「柿田一っ！」と大きな声で祝って

くれました。私は彼らの方へ顔を向け、聞こえて

いることを知らせようと視線を送リハッとしまし

た。遺影を掲げた人たちがそこに座っていたので

す。私は、自分がこの場にいる事が、そして友人

たちに祝福されている事が何ともいたたまれな

い気持ちになり、胸がぎゅっと締まるのを感じま

した。式が終わり友人たちと合流した時、しばら

くの間 素直に笑えなかったのを春になるたびに

思い出すのです。震災は、社会人になる門出の年

に混乱と心の痛みを残しました。

そして四月、いよいよパティシエとしての人生を

スタート！奈良市学園前、ドイツ菓子「ゲベック」

が私の職場でした。洋菓子の専門学校を出てい

なかった事もあり、勤め先は父が決めました。当

時関西コンクール界の第一人者の人見氏がチー

フを務められておリ、その技術を学んで来いとい

う事でした。人見氏の技術、アイデアは見事なも

のでした。しかし期待を膨らませて足を踏み入れ

たはずの初めの一年は何から何まで自分の至ら

なさを痛感する年になりました。体力には自信が

あるものの全く付いていけない。生活するスタミ

ナと運動の体力がこれほど違うものとは…·。そ

の年の夏を迎える頃には体重が5kg減。働きなが

ら痩せられるのであれば、今ならば何とも羨まし

＜思いますが、激務に心が折れかけていました。

そんな甘ったれた私をパティシエとして立ち上が

らせてくれたのは、同じ職場の二人の先輩でした。
一年目のある日の事、忙しくなるのとは相反し、

職場の人数が減り仕事量は急増、私は少々パニッ

ク状態になっていました。ジャムの缶の中身が残

りわずかになり、缶の内側に付いたわずかなジャ

ムをさらっていましたが 「 こんな作業チマチマ

やっていたら、いつになっても終わらない、少しぐ

らいなら…」と、いい加減な気持ちでジャムがま

だ残った缶を捨てようとしたその時、 「柿田、何し

てるんや！」と、チーフの代理の竹村氏（現 奈良

市・スイ—ッタケムラオーナ ーシェフ）から注意さ

れました。「柿田、俺は今 現場を預かっている。そ

の立場から言わしてもらう。そんな事をするよう

な人間のままで、お前をェルベランに帰すわけに

はいかへん！ゲベックとして恥やし、お前の親父

さんにも顔向けできへん」私は、頭から雷に打た

れたような衝撃を感じたのを鮮明に覚えています。
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私が自分の事しか考えていない間、竹村さんは、

店の事、私の事、父の事まで背負って働いていた

のです。私は恥ずかしくなると同時に自分の立

場を自覚しました。私は洋菓子界の有名人の息

子であり、私の行動は私だけの責任で終われる

ものではなく 、常に結果を求め求められる立場

だという事を。その日から私の意識は変わりま

した。結果を出すのだと。もう一人は、城月氏（現

奈良市にある 「お菓子のアトリェ シロツキ」の、

オー ナ ーシェフ）でした。

「柿田、今日も四時までには仕事全部終わらす

ぞ。自分の時給は自分で上げていかな損やから

な。後は帰って遊ぶなり練習するなり自分の時

間や。その方がカッコええやろ！」

城月さんは、仕事に対して、ケーキに対してのた

＜さんのアイデアを持っておられ、またアイデア

を出すことの楽しさを菓子職人として何が格好

良いかを教えてくれました。そして結果を出すこ

とに押しつぶされそうになる私に、夢を語る時

間をくれました。自分は将来どんな店がしたい

のか、どんな菓子職人になりたいのか、何歳ぐら

いに？どこで？誰と？どんなお菓子を作ってる？

「おう、今日はちよっと飯行こか！」

それがいつもの合圏です。仕事終わりに待ち合

わせて飯屋へ。一時間、軽く小腹がふくれる程度

と決めている。その時間の中で城月さんはいっ

も心の大切さを話してくれました。心掛け、心配

り、そんな言葉では薄っぺらになってしまう気が

しますが強いて言えば こときめき
”

についてで

しょう（お菓子のアトリェシロツキの白衣には、

そでに 「菓心＝ときめきと読む」と剌しゅうして

あります）まだ20代の二人の会話です。青臭い

夢もあったろうし、妄想もあったかもしれない。

だけど、今、私は確かにその延長線上に立ってい

ます。

竹村氏、城月氏両氏から学んだことは私の大切

な宝物です。のちにフランスにて、両氏から教え

て頂いたとおりに働き、高く評価されました。

職人の仕事は世界共通の言語だと確信し、いい

仕事をすれば世界のどこでも働けるという自信

を持ちました（これが結婚を決心する動機とな

ります）お二人には足を向けて眠れない。ありが

とうございます。そして私はゲベックを卒業した

のです。 （次号へつづく）
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行きません！（笑）「いつもいい素材ずっといい笑顔」エルベランの柿田です。

ェルベランでは毎年2回長期休暇を取っています。まだまだ少ないと思って

いますが、一応2019年は、8日間の休暇を1月と8月に予定しています。その話

を友人なんかにすると 「海外旅行にでも行くの？ 」とよ＜言われるので、冒

頭の書き出しになったわけです。じゃあ、何をしているのかというと、そのう

ちの半分以上は、クッキーデーの用意、洋菓子協会や同業との会合、店内の

保守点検、打ち合わせに消えてしまうので、実質3日程度休めればいいのか

な？という感じになります。オー ナ ーシェフって休めない仕事ですね。でも、

僕はそれで良いんです。何故なら自分で選んだ道だから。自分で選んだと胸

を張って言える事ならは納得できるし責任も持てる。選択できるというこ

とが何より重要だと思います。もし、やらなきゃいけないことを先延ばしに

したり、学ぶべきことを軽んじて十分な知識がなくて選択肢がなく、仕方な

しに選ばされたら？ たまたま上手くい＜こともあるかもしれませんが、僕は

そんな運任せは嫌だし、失敗した後海も大きい。だから常に選びたいし、選

べるように努力します。
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先代である父は、中学卒業後、生まれ故郷の徳島を一人離れて、―代でエル

ベランを大きくした叩き上げの人間です。職人の世界特有でしょうか、大学

進学不要論が多数派の洋菓子業界の中で、普通なら自分も大学なんていか

なくても成功したんだから、ちよっとでも早く仕事を覚えた方がいいと言う

ところでしょうが、父は違いました。父は兄と僕の兄弟2人ともを大学に進学

させてくれました。させてくれたというよりも父の強い勧めで大学まで行き

ました。

「これからの時代、大学まできちんと出て学んでおかなくては、どんな職業

に就いても成功せんぞ」

口癖のようにいつも父は言っていました。いつも経済新聞を読み、気になっ

たり知らなかったりした漢字を書きとりながら練習していた父の姿は幼心

に印象に残っています。父は学ぶことの大切さを働くなかで実感し、学ぶこ

とで人生の選択肢が増えることを僕たちに伝えてくれたのです。

だから僕は、学んだことを活かして選択したことに関して納得し、責任を持

ち、結果を出します。今、いろいろと迷っている若い人たちにひとつアドバイ

スをするとすれは学び続けてください！

何を？僕は何でもいいと思います。例えば、一日一冊と決めて寝る前にその

本を15分眺める（読まなくてもいいです）とかそんなことで 十分。僕の息子

が、生まれて初めて僕の真似をした日を鮮明に憶えています。息子は、机に

向かってノ ートを開き、ペンを持って首をかしげ て考える仕草をしながら

笑っていました。DNAっで怖いですね。


